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民
家
を
た
ず
ね
て

く長井久夫宅、オイの問＞

笹
川

l
権
蔵

仁

黒
菱
に
揺
恨
ん
だ
雪
を
解
か
し
て
集
ま
る
氷
は
、
七

時
の
滝
を
作
っ
て
流
れ
落
ち
、
断
層
を
削
っ
て
笹
川

渓
谷
を
作
り
、
美
し
い
渓
流
と
な
る
n

司皮帥
．さ
れ
疋
河
岸
は
段
E
を
作
り
、
そ
こ
C
恒
川

の
人
々
は
凹
を
拍
き
、
石
垣
を
横
み
あ
げ
ぐ
家
を
建

て
、
生
活
を
営
ん
で
い
るの

村
は
鎌
A

居
か
ら
室
町
の
こ
ろ
七
人
の
同
日
田
に
よ
っ

て
め
β
れ
ど
と
伝
え
ら
れ
る
n

通
い
祖
先
の
人
々
は
．、

厳
し
い
冬
の
豪
雪
に
耐
え
る
住
居
を
作
る
こ
と
を

余
儀
芯
く
さ
れ
、

夫
井
に
色
木
の
ハ
リ
を
の
ぜ
、

そ
れ
に
チ
ョ
ウ
ナ
ハ
リ
を
渡
し
て
、

横
雪
の
逼
霊
に
耐
え
る
偽
造
を
生
み
だ
し
芝
川

祖
先
の
舌
難
の
生
活
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
こ
の
偶

造
を
こ
よ
芯
く
愛
し
、
冬
臆
〈
、
夏
ま
だ
涼
し
い
茅

蓄
さ
を
そ
の
ま
ま
じ
、

百
巌
の
年
月
を
舎
な
お
厳
然
と
し
て
こ
れ
を
守
り

続
け
る
家
が
残
っ
て
い
る
円
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開

朝日町保健衛生大会
第

地
域
ぐ
る
み
活
動
で

健
康
な
町
。つ
く
り
を

回

作
品
怯
み
よ
い
生
活

環
境
、
あ
ふ
れ
る
健

臨
H

の
町
づ
く
り
を

め
ざ
し
第

一
同
制
同

町
保
健
衛
生
大
会

（

朝
日
町
保
健
衛
生
協

議
会

・
朝
日
町
主
催

）
が
、
五
月
二
十
一

日
、
朝
日
町
勤
労
占

少
年
体
育
セ

ン
タ
ー

で
、
町
の
保
健
衛
生

活
動
に
た
ず
さ
わ
る

関
係
者
行
じ
十
名
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。削
弁
保
健
微
生
協

歳
会
長
、
小
川
町
民

の
あ
い
さ
つ
の
あ
と

次
年
保
健
衛
生
活
動

に
幼
紺
の
あ
っ
た
朝

日
町
航
紘
予
防
婦
人

会
を
は
じ
め
同
体
、

偶
人
の
必
修
、
川
氏

位
脱
保
険
優
良
公
低

の
表
彰
が
あ
り
、

つ

い
で
、
浦
図
的
福
山

県
教
育
委
は
入
室
主
任

社
会
教
育
主
事
の

「

心
と
他
脱
」
と
．
崩
し

た
記
念
講
郎
、
食
生

活
改
苦
活
動
を
小
心

に
地
区
ぐ
る
み
帥出
版

づ
く
り
活
動
に
取
り

組
ん
だ
肝
中
地
区
食

休
活
改
汚
グ
ル
l
ソ

の
事
例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
以
後
に
、

「住
み
よ
い
生
活
環
境
あ
ふ

れ
る
健
康
を
自
分
の
手
で
つ
く
ろ
う
」
の

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
確
認
し
、
町
民
の
健

康

m進
の
た
め
、
積
極
的
な
地
域
ぐ
る
み

活
動
の
実
践
に

一
婦
の
情
然
と
誠
意
を
も

っ
て
ま
い
進
す
る
旨
の
大
会
宣
・百
を
採
訳

し
、
盛
会
の
う
ち
に
大
会
を
終
了
し
ま
し

た。〈
次郎
W
者
名
〉

八
V
朝
日
町
長
慮
鮒
状

朝
日
町
結
核
予
防
財
人
会

結
核

・
成
人
病
予
防
活
動

。
朝
日
町
保
健
衛
生
協
．
会
長
表
彰

朝
日
町
食
生
活
改
普
推
進
協
議
会

食
生
活
改
醤
活
動

・
ぷ
山
崎
文
子
H
健
朕
づ
く
り
活
動

耐
茂
正
子
H
母
子
保
健
活
動

朝
日
町
連
合
青
年
団
H
美
化
滋
仕
情
動

城
山
乙
ど
も
会
H
同
布

境
児
章
ク
ラ
プ

H
同
布

縫
婦
人
会
H
微
生
山
下
川
虫
駅
除

・
夫
化
本

社
活
動

太
平
婦
人
会
H
術
生
出
出
版
除
市
助

舟
川
新
町
内
会
H
涜

M
・
術
生
出
回
出
版

除
活
動

蛭
谷
町
内
会
H
向
山

・ぶ
町
町
内
会
H
M山

和
町
町
内
会
計
向
山

川
町
町
内
会
H
川
桁

荒
川

一
丁
U
町
内
会
H
同
店

栄
町
町
内
会
H
同
布

八
V

朝
日
町
国
民
健
康
保
健
優
良
憲
庭
表
彰

。
＝一
人
以
上
の
世
帯
で
一
年
以
上
無
受
鯵

の
家
庭

佐
渡
鉄
伊
（
宮
本
町
〉

煽

歌

（

上

町

）

吉
田
友
次
（
池
谷
町
）

。
ニ
人
世
紛
で
二
年
以
上
無
受
診
の
叡
庭

安
達
栄
作
（
山
崎
総〉

永
田
き
よ

（末
広
町
）

河
端
＋
布
告
（
小
在
池
）

弁
口
梅
助
（
弁
ノ
口
〉

高
絵
ト
シ
子
（
下
山
新
〉

。
一
人
世
帯
で
三
年
以
上
無
受
鯵
の
叡
鹿

島
田
と
し
（
温
泉
町
）

績
山
マ
ソ
（
中
一一一
浦
町
）

寺
田
啓
次
（
月
山
）

瓜ルザ．
俊
悟
（
南
保
雌）

谷

清

（

作

〉

河
合
し
ゑ

〈柳
川
）

藤
井
豊
（
舟
川
新
〉

藤
国
敏
（
怒
川
）

ぺ，！
i
！
j
i
l
l

，，
i

J

一

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

一

一。

住
み
よ
い
午
前
殿
縫
あ
ふ
れ
る

…

一

健
康
を
自
分
の
手
で
つ
く
ろ
う

…

一。

川
に
ゴ
ミ
を
す
で
る
の
は
や
め
ま

一

一

し
よ
う

一

一。

成
人
病
を
予
防
し
よ
う

一

八
写
真
は
第

一
阿
保
健
衛
生
十
〈
会
〉

朝
日
町
保
健
衛
生

協
議
会
結
成
な
る

朝
日
町
の
保
健
衛
生
の
向
上
を
め
ざ
す

関
係
機
関
、
団
体
が
相
互
の
連
幽
慣
を
深
め

な
が
ら
地
域
ぐ
る
み
保
健
術
作
活
動
を
般

進
す
る
こ
と
に
よ
り
健
康
で
明
る
い
町
づ

く
り
に
術
与
し
よ
う
と
、
朝
円
町
保
健
術

生
協
議
会
結
成
総
会
が
、
五
月
三
十
一
日

朝
日
町
勤
労
青
少
年
体
内
セ

ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

結
成
総
会
に
は
、
民
長
会
を
は
じ
め
九

線
開
、
団
体
か
ら
七
十
五
。
引
が
診
加
、
会

則
を
制
定
し
た
あ
と
会
民
に
削
介
栄
氏
〈

区
長
会
長
）
を
選
び
、
次
の
間
和
五
十
ご一

年
度
活
動
万
針
及
び
事
業
社
酬
を
決
定
し

ま
し
た
。

。

役

員

会

長

酒

井

栄
〈
区
長
会
）

刷
会
長
小
沢
法
（
公
民
館
長
会
）

座
市
け
水
励
文
子
（
迎
合
婦
人
会
）

0

・対見

勇

（
迎
合
青
年
団
）

h
q

山
岡
ス
ミ
子
（
食
作
活
改
善

雄
進
協
議
会
）

h
q

南
戊
正
子
（
母
子
保
健
縦
進

口
協
議
会〉

庁

大
介
附
郎

（保
健
術
佑
委

μ

協
議
会
）

。

同
情
実
（
薬
剤
師
会
）

。
草
久
義
（
食
品
組
合
述
合

会）

杭

M
p

f
t
木
俊
夫
〈
保
健
術
保
委
は

協
議
会
）

hq

水
野
み
つ
ぎ
（
述
合
婦
人
会
）

。
昭
和
五
＋
一
一
一
年
度
活
動
方
針
お
よ
び
穆

集
計
画

〈
活
動
方
針
〉

①
基
本
方
針
H
他
脱
で
明
る
い
町
づ
く

り
の
縫
進
を
図
る
た
め
、
町
の
保
健

衛
生
行
政
の
施
策
と
呼
応
し
、
池
波

住
民
と
一

体
と
な
っ
て
積
極
的
な
実

践
活
動
を
展
開
す
る
。

①
具
体
的
に
は
、
各
被
閥
、

団
体
の
特

性
に
応
じ
、
地
域
の
中
で
窓
仕
、
学

期
目
、
特
援
活
動
を
通
じ
て
、
健
康
精

進
活
動
、
生
活
環
境
主
化
活
動
の
縫

進
に
努
め
る
。

〈
事
業
社
副
〉

①
保
健
衛
生
大
会
〈
五
月
て
十

一
日）

①
婦
人
食
品
衛
作
治
問
会
〈
七
月
）

①
し
尿
浄
化
凶
開
設
は
者
講
習
会
（
十
月
）

①
研
修
悦
wm
（
十
け
）

①
広
報
活
動

(2) 

H

姻
広
い
－
Ram－っ
く
り
活
動
め
ざ
し
H

朝
日
町
健
康
管
理

活

動

審

議

会

設

置

朝
日
町
で
は
、

附
和
五
十
三
年
度
か
ら

っ州
日
町
他
市
肺
門
u
洲
市
助
此
州
」
に
基
づ

き
、
成
人
病
対
策
を
当
刷
の
主
眼
に
お
い

た
総
合
的
な
健
康
づ
く
り
活
動
に
取
り
組

み
ま
す
が
、

ζ

の
活
動
を
効
果
的
に
推
進

す
る
た
め
の
町
長
の
謂
問
繊
閲
と
し
て
朝

日
町
健
版
昨
日
開
活
動
得
議
会
を
と
の
ほ
ど

投
附
し
、
次
の
方
々
を
密
滋
会
委
日
と
し

て
込
似
し
ま
し
た
。

な
お
、
四
月
二
十
四
円
に
聞
か
れ
た
第

一
回
審
議
会
で
、
審
議
会
会
長
に
林
得
明

氏
、
会
長
職
協
刊
代
行
に
水
野
文
t
A
郎
氏
が

そ
れ
ぞ
れ
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

〈官僚綴
会
養

U〉

会
長
体
制
阿
川
（
社
会
制
祉
協
議
会

長〉

水
野
文
太
郎
〈
国
民
健
康
保
健

辿
位
協
議
会
代
表
〉

実
（
議
会
文
教
厚
生
委

U
H
M〉

会
長
職

務
代
行

司書

日

深
松
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朝
日
町
で
は
、
昭
和
五
十
：
・
年
皮
か
ら

総
合
的
な
健
康
づ
く
り
川
動
に
取
り
組
む

の
を
契
検
に
、
従
前
の
特
別
消
州
地
灰
（

境
・
宮
崎

・
泊
・
五
錦
町
の

一
部
）
に
毒

嘱
し
て
い
ま
し
た

「
術
小
協
刈
委
員
’
一
を

発
展
解
消
し
、
新
た
に
、
公
衆
術
作
、
環

境
衛
生
州
部
門
に
お
け
る
側
而
的
な
協
h
M

活
動
を
お
願
い
す
る
「
保
他
術
作
安
け
ー

を
ふ
よ
町
内
に
四
月

一
円
付
け
で
苓
似
し
ま

し
た
。保健
衛
生
安
員
は
、
朴
mM似
・
制

m
m険

診
の
通
知
束
、
生
活
状
出
訓
査
慣
や
仙
川
山
川

手
帳
の
配
布
協
力
、

プ：
、
収
従
事
業
の
川

滑
化
、
公
叫
ん
の
場
所
へ
の
プ
ミ
の
不
法
役

棄
の
防
止
の
内
覧

・
指
呼
、
さ
ら
に
は
出

生
笹
山
山
一
行
政
除
辺
助
へ
の
協
力
な
ど
、

I/ 

．
泊
ル
栄
〈
区
長
会
長
）

柳
沢
政
秀

〈
泊
病
院
長
）

仰
い
取
悠

一
（
医
削
会
代
ぃ
火
）

小
杉
与
一ぺ
雄
（
綱
引
阪
刷
会
代

氏）

悔
沢
幸
作
（
ぃ
州
工
会
長
〉

雌
腺
沢
彦
平
（
山
中
央
農
業
協
川
制

合
長
）

作
山
久
縦
（
ト
人
家
政
農
業
協
州

組
合
長
）

小
沢
治
（
小
央
公
民
飢
民
）

信
野
一－
一郎
（
小
川
下
校
長
会
長
）

広
島
文
子
〈
述
内
婦
人
会
長
）

刷
U

，b
（
迎
合
宵
年
同
h
k
）

河
内
殺
〈
体
宮
内
協
会
州
事
長
）

必
川
小
店
ヱ
門
（
在
人
ク
一ソ
プ

辿
介
入
ム
長
）

小
川
広
川
幸

（叩…
部
保
健
所
長
）

I/ // クI/ ，， lj 4ン。
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一一一一「
保
健
衛
生
活
動
の

イ
プ
役

あ

各

戸~］
f、

委
l賦

さ

保
健
衛
生
委
員

報広昭和32~ 8月8目
白第 3鍋鶴便物U可

幅
広
い
川
旅
館
術
作
の
各
分
野
に
わ
た
っ
て

町
と
地
域
住
民
と
の
パ
イ
プ
役
的
な
活
動

を
お
願
い
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

「
住
み
よ
い
小
活
環
境
、
あ
ふ
れ
る
健

康
を
山
分
の
予
で
」

、
町
・
保
健
衛
生
委

員
、
町
民
一
体
と
な
っ
て
総
肢
で
明
る
い

町
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

〈
保
健
衛
生
委
員
〉

〈〉
溌
地
庶
（
～ハun）

水
島
政
子
、
水
島
久
夫
、
水
島
文
子

駅
一
イ
司
一
子
、中市山
品
勝
た
（
崎
）
、
般
山
越

刊
息
子
（
火
平
）

。
‘
国
崎
地
区
（
一一
一v
n
）

竹
谷
寛
、
水
島
伊
勢
松
、
踊
谷
一一
一校

。
併
川
地
収
（
一一
．un）

竹
内
－
N
郎
、
折
谷
制
的
、
竹
内
竜
一郎

八
V

約
一
区
（
十
一
．0
H
）

近
江
克
喜
子
（
・r仙
川
吸
）
、
刷
川
秀
悦

（
下
楠
尾
）
、
鎌
沢
牒
犬
（
制
・
泉
町
〉

杭
々
木
林
作
（
ト
関
山
地
）
、
ル
人
谷
友
ど
ロ

（
出
ふ
町
〉
、
大
判
町
州
大
（
橋
・
川
町
）

L

入
門
統
仏
（
神
川
町
）
、
玉
木
俊
火
（
東

ド
町
）

、
山
川
A
Z

．
川
（
州
下
町
）

問
中
開
問
（
ポ
・
1
浦
町
）
、
永
ル
一
広
（
中

寸
楠
町
）
、
ル
川
政
仰
（
内
一三
浦
町
）

0
・川
・
：
は
（
十
：
・
U
H
）

H
U卜
野
川
（
小
町
）
、
小
〈
村
μ
け
十
パ
（
似
小

町
）
、
大
作
佼
縦
（
・
木
山
m
）
、
尚
端
氏

般
（
本
町
）
、

W
T
崎
市
川
（
本
町
）、

ト八

代
佐
滞
寓
（
上
町
山
胤
部
）
、
秋
山
長
松

（
上
町
内
総
）
、
．
卜
山
計
二
（
清
水
町

－
Y
H）
、
ん
什
川
山
北
米
（
清
水
町
三
．l

川
）
、
水
－
M

附
リ
成
品
（
ド収
HM野
）
、
清
次

M
什
（
内
町
）
、
野
村
派
次
郎
（松
以内町
｝

航
船
什
さ
ち
え
（

ι円卜町）

〈V
e川
・．
K
（
十
川
名
）

木
村
利
弘
（
削
似
〉
、
砂
川
h
u

作
校
（
伝

川

一
f
H〉
、
M
m
%
（mM川
．
．
 
丁
目
）

柳
沢
信
明
（
v
k川
：
・
［
川
）
、
松
川
順

古

（此
川
凶
了
日
）
、
広
川
以
明
（
荒

川
五
丁
目
）
、
折
谷
上
半

一
（
栄
町
）

谷
口
雄
政
（
末
広
町
）
、
平
田
時
間
（
下

地
ト
）

、
川合
旧
繁
総
〈
中
道
－卜
）
、
山
中

白
川
悦
ハ
上
道
下
）
、脱
水
引
（
日
南
京
町
）

南
部
正
一
（wr柳

一
一仏）

、
平
坂
和
夫

（
平
柳
二
区）

ハV
五
箇
庄
（
十
：
・
名
）

知
尋
司
（
桜
町
南
部
）
、
山
本
政
雄
（

縦
町
中
部
）
、
勝
川
仰
縦
（
桜
町
兆
部
）

じ
沢
清
松
（
仙
川
ケ
丘
）
、
水
井
計
（
月

山
一

区）
、
阿
川
王
子
戸
月
山
二
区）

上
野
せ
つ
（
月
山
一
一
．
ば
）
、飯
山
氏
芯

古
江
孝
子
、
尚
品
泊
予
、
迫
分
節
子

（片山中野〉

、
怖
政
庄
山
、
訳
文
占
（
亦

〈V
間
保
地
区

（十

一
れ）

柏
木
氏
縦
（
小
吏
）
、
森
山
一
成
（
雌
）

市
部
俊
（
町
南
保
）
、
道
川
政
義
（
竹

の
内
）
、
中
島
ぷ
治
（
商
品
）
、
制
地

允
紙
（
谷
）
、
川
上

．
紙

（長
野）

殿
村
正
信
（
利
谷
〉
、
川
駅
似

一
般
（
蛭

伶
〉
、
長
崎
八
重
子
（
悦
何
日
）
、

t
u
聞

や
す
子
（
池
谷
町
）

〈V
山
崎
地
区
（
十
一
名
）

長
津
利
男
（
羽
人
）
、
山
本
山
大
（
辻

山
崎
）

、
上
一
小
川
い
十
A

（
川
）
、
中
野
姶

義
（
坊
）
、
河
端
進
（
小
在
池
〉
、
永

口
街
路
揖
（
花
叫
）
、
じ
れ
行
久
（
山
崎

新）

、
愛
場
秋
山
刈
へ
制
町
）
、
小
沢
政

υ
I

λ
山
一十）

、
大
井
川
郎
（
殿
町
）

水
野
川
雄
〈
拐
の
削
）

。
大
家
陀
地
区
（
十
円
。
日
〉

火
削
俊

一
（
・
本
一
本
庄
）
、
以
刊
松
次
郎

（
川
ノ
口
）
、
河
端
－
M
川
雄
（
柳
川
）
、

勝
同
良
平
〈
一．．
 
牧
師
一）
、
川
上
作
．

↑
（

不
動
堂
）
、
白
木
久
版
（
梢
水
〉
、
列

島
俊
秀
（
高
野
）
、
ル
仇
野
出
版
（
下
山

新
）
、
清
水
附
（
金
山
〉
、
士口
出
弘
（

問
問
）
、
山
弁
親
世
代
（
山
川
川
新
〉
、
川

瀬
仙
之
則
（
下
野
）
、
森
岡
必
〈
雌
塚
）
、

富
岡
雄
治
〈
積
道
）

一一一寸

循受
環 病

は器 護
じ検 を

ま診 ま

？」

朝
日
町
健
康
管
理
活
動
の

一
郎
と
し

て
、
術
環
指
検
体
仰
が
、

．ム
月
十
七
は
の
殿

町
会
場
を
皮
凶
り
に
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
結
級
住
民
健
み
の
レ
ン
ト
ゲ

ン
照
影
と
併
必
で
行
う
も
の
で
す
が
、
乙

と
し
か
ら
は
、
き
め
ら
れ
た
会
場
で
し
か

受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
峰
白
が

μ透
し
て

い
る
せ
い
か
、
受
必
率
八

ovhと
ま
ず
ま

ず
の
山
起
で
し
た
。

医
附
の
b
wmM
に
始
ま
り
、
検
版
、
身
体

計
側
、
肥
満
度
測
定
、
山
肌
庄
測
定
、
血
液

検
査
と
き
め
細
か
な
検
出作
に
受
診
者
は
仰

を
つ
く
っ
て
放
び
、
以
後
の
保
健
婦
に
よ

る
保
健
折
仰
に
も
陥
る
人
が
ほ
と
ん
ど
な

く
然
心
に
．
却
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

前
照
明
耐
検
診
は
、
こ
の
あ
と
九
月
二
十

八
U
h
p
d

点
は
、

検
ωm
・
身
体
計
測
V

〈
写
真
は
品
川
正
側
定
V

; j；脅．，

‘、．，“・

八
日
ま
で
州
十
会
場
で
行
わ
れ
ま
す
が
、

年
に

一
成
の
検
診
を
必
ず
受
け
て
向
分
の

健
縦
の
点
検
を

行

っ
て
ほ
し
い
も
の
で

す。
循
環
結
晶
侠
鯵
は
、
笛
緩
住
民
倹
診
の
レ

ン
ト
ゲ
ン
績
修
と
併
診
で
行
っ
て
い
る
令

の
で
す
。
六
十
五
歯
車
以
上
の
方
は
、
別
に

老
人
後
診
が
あ
る
た
め
、
循
環
絡
倹
鯵
の

対
象
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
レ
ン
ト

ゲ
ン
嫌
彫
だ
け
は
必
ら
ず
且
受
け
て
く
だ
さ

・．人口

5. 0 ~ 1 I i 

5 3午 6)] 1 11現 {I:

q
u
 

9. 2 2 4人

1 9. 5 6 9人

1 0. 3 5 8人

の本町

数
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唱

1
4
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今
後
の
稲
作
の
参
考
に
み
・
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朝
日
町
米
作
改
良
対
策
協
議
会
で
は
、

今
年
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
水
旧
利
用
一川
編

対
策
に
対
処
し
、
な
お
一

一胞の
・
艮
質
米
生

産
拡
大
と
球
出
授
術
の
向
上
に
よ
り
、

朝
日
産
米
の
内
側
を
高
め
る
ζ

と
を
け
的

に
、
農
業
大
学
の
開
俄
等
次
の
よ
う
な
れ

業
を
訂
阿
し
て
お
り
ま
す
の
で
、山
氏
・出事の

皆
さ
ん
の
参
加
と
今
後
の
以
附
官
邸
一
の
参

考
と
し
て
く
だ
さ
い
。

※
直属集
大
学
の
開
催
に
つ
い
て
※

刈
象
地
区

（
泊
、
五
箇
正
、
山
間
保
、
山
附
〉

時

期

演

題

第

一
回

6
月
上
旬
本
川
管
則
、
家
出

来
閥
、
生
活
改
善

に
つ
い
て

第
二
阿

6
月
下
旬
稲
作
後
半
則
の
符

叫
技
術
と
州
汚
山

防
除
に
つ
い
て

第
二
凶

7
月
ド
付
派
米
改
・
民
と
れ
伝
、

大
川
以
前
に
つ
い

て

※
コ
シ
ヒ
カ
リ
実
証
因
子

左
記
の
実
証
凶
に
は
、
肥
料
設
計
、

保
育

調
査
、
政
務
の
散
布
に
つ
い
て
標
示
般
に

記
献
し
で
あ
り
今
後
の
作
以
前
作
即
の
診
符

と
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
実
証
田
を
符
期
さ
れ
る
が
ん
ベ
〉

的

民

尾

一
術

前

半

野

追

分
附
品
川
帆

同

僚

町

住

六

大

川

本

小

吏

付

け

い

倣

γ
川
口
川

泊

水

処

い

ひさあ報広
昭和32年 8月 8目’fl 3. 16便物認可 ．－・

殿

町

内

丸

信

宏

辻

沼

崎

谷

口

八

重

子

介
ノ
日

大

久

保
伊
－
X

金

山

高

山

内

一

勝

塚

山

岡

郎

彦

※
う
ま
い
米
づ
く
り
の
村
※

。
殿
町
生
産
組
合
（
代
表
者
大
森
川
一一一
〉

組
織
の
構
成
田
一戸

刊
ヘ

ク
タ
ー
ル

品
種
別
作
付
予
定

コ
シ
ヒ
カ
リ

越
路
単
作

ζ

が
ね
も
ち

4 51 45 
／号／ぞ／ぞ

I I I 
4エ -l! -I! 

ンンン
トトト

匡E
実

施

岡
る

ま

と

ま

民
業
に
と
っ
て
試
制
と
な
っ
て

い
る
水
田
利
用
再
編
対
策
は
、
集

結
附
問
調
燃
を
経
て
、
農
家
例
別
に

よ
る
転
作
実
施
計
州
が
こ
の
ほ
ど

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

町
全
体
で
は
、
県
か
ら
配
分
に

な
っ
た
日
開
閉
績
を
小
ハ

・
一五
がわ
上

川
る

一
二
一
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
っ

て
お
り
、
h
L
な
い
恥
作
作
物
と
し
て

大－
q
、
削
料
作
物
、
野
来
が
計
削

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
集
団
的
に
ま
と
ま
っ
て

転
作
す
る
、
築
相
続
計
一
州
転
作
が
十

四
集
結
で
計
附
さ
れ
て
い
ま
す
。

転
作
田
の
現
地
琉
必
は
、
六
月

中
・
下
旬
に
実
施
し
ま
す
の
で
、

町
か
ら
配
布
し
ま
す
H

線
認
表
示

烈
H

に
？
、
地
香
、
耐
脳
等
を
記

入
の
l
i
、
確
認
日
ま
で
に
転
作
削

に
い
い
次
示
し
て
く
だ
さ
い
。

。
介
の
日
生
産
組
合
（
代
米
ポ
ル
口
健
）

組
織
の
構
成
別
一円
お
ヘ
ク
タ
ー
ル’

品
種
別
作
付
予
定

コ
シ
ヒ
カ
リ

越
路
早
生

こ
が
ね
も
ち

山氏
婦
人
米
づ
く
り
教
室
※

桜

町

地

区

代

表

者

平

柳

地

区

。

小
更
地
区

江
計
崎
地
広

金
山
池
区

刊
パ
ー
セ
ン
ト

刊
パ
ー
セ
ン
ト

5
パ
ー
セ
ン
ト

，， 

山
手
ノ
プ
子

黒

坂

久

子

谷

打

ハ

ナ

水

野

み

よ

住
占
ハ
ツ

エ

4旨，， 

別 転作而積表
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区地

士官区地

国

民

年

金

c

保
険
料
の
免
除
制
度

ご

ぞ

ん

じ

で

す

か

国
民
年
金
の
被
保
険
者
に
は
、
無
験
の

方
や
熊
収
入
の
方
も
合
ま
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
保
険
料
が
本
作
の
四
月
か
ら
月

二
、
七
三
O
円
に
な
う
て
納
め
る
の
が
困

綾
な
方
も
あ
る
か
と
忠
わ
れ
ま
す
。
と
乙

ろ
が
保
険
制
材
を
納
め
て
い
な
い
と
短
期
給

付
（
陣
容

・
母
子

・
酷
母
子
・
遺
児
作

金
）
や
長
期
給
付
（
老
令

・
通
算
老
令
作

金
）
な
ど
の
お
金
が
も
ら
え
な
い
ζ

と
も

あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
乙
の
よ
う
な
場
合
州
民
年
金

に
は
、
保
険
料
免
除
の
制
度
を
も
う
け
受

給
資
絡
を
つ
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
が

他
の
年
金
制
度
に
み
ら
れ
な
い
特
徴
で

す
。保
険
料
の
免
除
を
受
け
る
巾
請
の
で
き

る
の
は

。
災
仰
や
不
幸
な
ど
で
所
得
が
な
い

。
失
業
な
ど
で
所
得
が
な
い

g

－－－
－
－z
－－－z
・・・2
・・2
・・22
・z－－－－－－
－
z
・・
2

噌

l
噌

l
p
o

。
家
計
が
析
し
い

な
ど
の
事
情
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
雛
し
い
万
で
す
。

免
除
を
受
け
る
た
め
に
は
免
除
の
手
続

を
七
月
末
ま
で
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
四

月
分
か
ら
さ
か
の
ぼ
っ
て
来
年
の
三
月
分

ま
で
の

一
年
間
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま

す。
免
除
さ
れ
ま
す
と
将
来
受
け
る
長
期
給

付
は
、
免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ
い
て
だ
け

円
分
の

一
に
な
り
ま
す
が
短
期
給
付
に
つ

い
て
は
納
め
た
人
と
阿
様
に
権
利
が
あ
り

ま
ず
か
ら
滞
納
の
ま
ま
に
し
て
万
一
の
と

き
に
後
悔
さ
れ
る
よ
り
も
、
国
民
作
金
係

へ
忘
れ
ず
に
申
消
し
ま
し
ょ
う
。

免
除
を
受
け
た
期
聞
は
十
年
以
内
で
あ

れ
ば
そ
の
当
時
の
保
険
籾
の
額
で
、
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
詳
細
な
乙
と
や
そ
の
他
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
地
区
国
民
年

金
委
員
さ
ん
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
係
（
智
一二
｜

ご

O
O
内
縦

士
九
）

(4) 

孟－E
・E
・－＝・・2
・・・
2

・・・・・歪・・・・・＝
－－Ez
－－z・

あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
み
・

つ

生活のむ？こ．ク

・不用品展示即売会・

・電化製品修理相談会・

日時

6月 25日（｜］）
午前10時からノr後311械で

そなおみ

2 .会場
胡日町勤労百少年体育

3.収集
6月12日から6月22日まで
婦人会員・青年間民が

収集に｛司います。

セン少 一
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出
水
期
に
備
え
ま
し
ょ
う

こ
れ
か
ら
縦
雨
期
に
入
り
川
水
の
李
附

と
な
り
ま
す
が
、
次
の
こ
と
が
ら
に
間
滋

し
て
被
得
の
軽
減
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

＠
気
象
情
報
等

・
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
等
の
気
象
情
報
お
よ

び
防
災
上
の
情
報
に
閉
店
す
る
。

－
停
電
に
備
え
て
懐
中
電
灼
、
ト
ツ
ン
．シ

ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
等
を
備
え
る
。

・
い
ざ
と
い
う
と
き
の
巡
難
場
所
を
峨
認

し
て
お
く
。

＠
災
山
市
発
作
の
恐
れ
が
あ
る
と
き

－
控
は
尚
い
所
に
積
み
煎
ね
て
山
内
く
。

－
タ
ン
ス
等
の
引
出
し
は
抜
い
て
い
品
い
所

に
置
く
。

・
屯
旬
、
ガ
ス
等
の
一万
は
必
ず
切
っ
て
お

／
＼
。

＠
避
難
す
る
と
き

・
老
人
、
子
供
、
病
弱
ポ
引
を
ま
ず
同
小
川
に

避
難
さ
せ
る
。

－
火
の
始
末
、
戸
締
り

ηを
完
全
に
む
う
。

ひさあ報

寝
た
き
り
老
人
に

対
す
る
防
火
対
策

去
る
凶
月
に
、
朝
日
町
符
内
で
叫
た
き

り
老
人
の
部
制
よ
り
出
火
す
る
火
災
が
二

件
も
発
作
し
三
人
の
尊
い
生
命
が
火
な
わ

れ
る
と
い
う
い
た
ま
し
い
事
般
が
起
き
ま

し
た
が
、

今
後
こ
の
随
の
が
峨
が
起
き
作
怖

い
よ
う
次
の
事
項
に
留
立
し
て
下
ざ
い
0

．
老
人
だ
け
残
し
て
外
山
す
る
ζ

と
は
附

力
さ
け
、
止
む
を
得
ず
外
出
す
る
場
合

は
隣
近
所
に
山
を
か
り
で
出
か
け
る
0

．
就
寝
前
の
火
の
点
点
検
を
必
ら
ヂ
行

《
J

。

・・広昭和32年 8月8日
Jl3・ 郵便物I!可 ・

－
版
川
山
口
の
．
止
し
い
・
以
り
抜
い
と
安
全

な
場
所
で
の
佐
川
の
附
行
。

（
カ
ー
テ
ン
、
附
子
、
フ
ス
マ
等
燃
え

や
す
い
も
の
の
近
く
で
使
川
し
た
り
称

え
や
す
い
も
の
が
終
ち
て
く
る
恐
れ
の

あ
る
場
所
で
は
使
川
し
な
い
。
ま
た
掠

れ
の
点
検
を
忠
ら
な
い
ぜ

－
話
人
の
み
で
は
、

U
気
以
外
の
限

ω明白

川
（
を
努
め
て
使
川
し
な
い
。

－
寝
た
き
り
芭
人
が
剛
山
州
す
る
場
合
は
そ

の
状
況
に
応
じ
て
家
紋
の
お
が
安
全
符

則
一
に
つ
い
て
允
分
な
配
胤
を
す
る
。

な
お
、

μた
き
り
老
人
の
部
同
よ
り
の

火
災
の
場
合
の
早
期
発
見
刈
法
と
し
て
開

又
は
燃
で
感
知
す
る
機
総
等
が
販
売
さ
れ

て
お
り
ま
す
、
品
制
に
つ
い
て
は
尚
防
務

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
（－－
1

．ーの
O
O
九）

身
体
障
害
者
の
生
前
の
安
定
と
福

一

仙
の
向
上
を
凶
る
た
め
身
体
障
害
者

一

巡
回
更
生
相
談
会
を
七
月
十
二
日
（

一

申
告
午
後

一
川
か
ら
一一
．
川
ま
で
朝
日

…

町
制
組
セ
ン
タ
ー
で
聞
き
ま
す
。

一

相
談
内
山
什
は
身
体
隙
山
若
者
手
帳
の

一

交
付
相
談
、
更
生
医
療
の
相
談
、
補

一

装
只
の
交
付
修
期
相
談
、
生
活
更
生

一

相
談
な
ど
、
附
答
者
に
対
す
る
あ
ら

一

ゆ
る
相
談
を
受
け
付
け
、
泊
病
院
勘
定

一

形
外
科
森
紀
喜
医
長
、
中
川
医
院
中

一

川
位
火
医
院
長
、
県
身
体
障
害
者
厚

…

小
相
談
所
係
員
、
東
部
社
会
福
枇商事

一

務
所
係
員
、
補
壮
抗
日
修
理
係
員
が
相

一

議
に
応
じ
ま
す
の
で
%
縫
に
ご
利
用

一

く
だ
さ
い
。

一

．－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
． 
－ 

． ． ． ． ． 身
体
障
害
者

巡
回
更
生
相
談
会

県
連
有
功
章
受
彰

H
第
二
十

一
川
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

富
山
県
大
会
H

よ
る
、

5
月
3
日
小
矢
部
市
に
於
川

て
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
出
山
県
大
会
が

パ
行
わ
れ
、
そ
の
同
上
に
お
い
て
越
沢
H

V

希
必
氏
が
県
連
向
山
伝
を
受
賞
さ
れ

川

ま
し
た
o

u

‘．
，，，f〆

．．
． 
，v 

同
I
F
C

－
川
』

松
沢
希
必

圃

12

Jじ

さ
ん

1

1

・

児
童
手
当
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

児
軍
手
当
m
X
給
新
は
、
す
べ
て
毎
年

一

阿
、
六
月
中
に
「児
市
手
川
現
出
凶
」
を
川

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
し
こ
の
届
け
を
川
さ
な
い
と
、
引
き
続

い
て
支
給
裂
件
に
あ
て
は
ま
っ
て
い
て
も

六
月
分
以
後
の
児
・
蛍
手
川
の
支
払
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

児
蛍
手
当
は
、
次
の
民
件
に
あ
て
は
ま

る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
十
八
歳
米
満
の
児
童
を
三
人
以
上
養
符

し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
の
一
人
以
上
が

議
務
教
育
終
了
前
の
児
童
で
あ
る
こ
と

①
そ
の
人
の
収
入
が
、

一
定
の
額
（
た
と

え
ば
、
扶
婆
削
似
跡
欣
等
が
五
人
の
場
合
は
五

百
二
十
九
万
五
千
円
）
に
満
た
な
い
乙
と
、

支
給
月
額
は
、
一
一
一人
以
上
の
悶
輩
の
う
ち

出
生
一
順
に
か
ぞ
え
て
．
一
一人
凶
以
降
で
義
務

教
育
終
了
前
の
児
喧

↑
人
に
つ
き
月
額
五

千
円
で
す
。

な
お
、
公
務
員
と
一一
．
公
社
に
勤
め
て
い

る
万
は
、
勤
め
先
に
山
・
し
で
て
く
だ
さ

、、《
U

－b
v
 

第
二
十
三
田
町
民
庭
球
大
会

〈
円
刷
新
山
ン
ド
〉

マ
第

一
一部

次優
勝勝

七
れ
邦
打
札
制

砂
間
利
明

内

ぞE

木
村
朝
男
制

マ

情

引
｝

J
泌

優
勝

魚
什
机
芳
川
刺

(.r1 
{E 

I I 
fl・ 

次
勝

設
田
市
崎

山
介
和
子
組

全
軟
下
新
川
郡
大
会

八
円
相仁川
川
九
ン
ド
〉

マ
天
内
t
H
仲
野
球

準
決
勝
。
宮
崎
ク
一
ソ
プ

3
｜
1
新工

。
日
夜
紡
，引
3
｜
1
宇

奈

月

組

成

決

！勝

；~ 
附
ク
ラ
フ

3 

0 
汗l日
東
紡

マ
高
松
宮
料
第

一
部

〈
M
M桁

九
ン
ド
〉

準
決
勝
。

三
太
ク
ラ
プ

1
｜
O
青

年

懇
話
会

。
日
本
電
対
4
｜
3
ひ

と

み

ク

ヲ

フ

決

勝

。
日
本
電
勾
1
1
0’J 

似
4
m
l
u
体
育
館
ヘ

ー
ス
ポ
ー
ツ
情
家
セ
ン
タ
ー
聞
般
｜

町
民
各
仰
に
ス
ポ
ー
ツ
の
情
報
を
提
供

し
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
相
談
に
脳
じ
る
た

め
、
今
年
度
も
総
合
体
育
館
に
ス
ポ
ー
ツ

情
報
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
電

話

一
本
で
相
談
に
応
じ
ら
れ
ま
す
の
で
気

絡
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
設
は
、
阪
則
と
し
て
月
曜
日
と
木
曜

日
の
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す

が
、
そ
れ
以
外
で
も
随
時
ど
利
川
く
だ
さ

い

。

（

画

。

一日
一ー

一八一
．．
 
八）

事

業

所

統

計

調

査

員

き

ま

る

業和

来
る
6
丹
市
円
に
、
八七
回

一
せ
い
に
事

業
所
統
計
調
査
が
実
胤
さ
れ
ま
す
。

乙
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
い
て
3

作
ご
と
に
行
わ
れ
る
調
廷
で
、
わ
が
国
の

事
業
所
に
つ
い
て
段
業
構
造
を
川
ら
か
に

す
る
基
本
的
な
調
査
で
す
。

6
月
刊
は日
頃
か
ら
お
H
凶
ま
で
調
査
員

が
事
業
所
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
調
査

に
ど
協
刈
下
さ
い
。

記
入
し
て
い
た
だ
い
た
と
と
が
ら
は
、

統
計
を
作
る
た
め
だ
け
に
使
用
し
、
徴
税

な
ど
、
他
の

M
的
に
使
川
寸
る
こ
と
は
、

決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

〈
事
業
所
統
計
調
査
員
〉

・
川
氏
尾
和
歌
子

・
絞
れ
笛
五

・
平
木
利
明

・
附
部
和
美

・
井
上
文
子
・
木
村
幸
夫

．
水
野
郎
美
子
・
水
野
弘
・
谷
口
智
恵
美

．
大
島
清
計

・
池
田
耕
造

・
小
川
純
幸

・
谷
口
宗
次
・
竹
内
舟
実
・
水
品
向
紀
子

．
野
田
道
明
・
水
野
利
問

(5) 

ラ

プ太



liil和 53牢 6 月 I0 A 
II ill C毎月 10日発行｝あ耳目拘32牢8Jl 8 白

桃 3邸郷f’物'2nJ 第 274 JJ 

昭
和
臼
年
度
新
符
祭
献
品
川
田
の
川
植
式

が
、
ざ
る

5
月
内
因
不
動
堂
の
道
下
賢
次

郎
さ
ん
の
献
殺
凶
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

神
宮
の
お
は
ら
い
の
あ
と
町
長
は
じ
め
農

業
団
体
代
氏
、
地
見
農
民
の
見

γ
る
中
、

献
殺
回
（

一
ア
ー
ル
）
に
、
か
す
り
の
府

物
に
た
す
き
掛
け
と
い
う
い
で
立
ち
で
、

五
人
の
早
乙
女
が
困
舗
を
行
い
ま
し
た
。

と
の
献
上
米
は
、

9
月
中
旬
に
収
絡
さ
れ

川
月
下
旬
に
お
劫
初
者
か
ら

υ“同
へ
献
納
さ

れ
ま
す
。

古
式
ゆ
か
し
い

献穀田

回

植

式

ひさ報．、
uu 

・司”
↑＜問嫡式＞

ー今

バ
引
け
刈

ふ
、
l
，ペ

ー

ぷ
山
川

1
1
i
十
1
1‘

i
h
E
E
E
E
1
、
勺
J？っつ

ふ
ゲ
』

い

本

l
レ

川

口

美
i
Il－－

べ
め
ざ
し

斗山

A
2
か
』

いいはい

／ぷペ翌f ‘，A H 中 ハ J

/1%：・冷－：’】．μ 九

し化宮しせプf，をみ場域 を員
たま経崎ててンし、と住強相 共
。仕駅、約によ住し民め：I主明
活・境百、うみてと 刊
動笹 ・二 婦．クよ，r の育友業
が川宮十人 H い自ふ年情に
行河崎名会を町然れ聞とよ
わ口海がをスづとあ？団り
れの岸参合ロく親いと結
ま美 ・加わ 1 りしの地心団

去
る

5
月
同
日
、
県
下
一
斉

に
ス
カ
ウ
ト
週
間
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
た
が
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
朝
日
第

一
回
で
は
、
カ
ブ
ス

カ
ウ
ト
も
合
わ
せ
て
約
六
十
名

の
団
員
が
明
治
天
皇
行
在
所
の

庭
闘
に
集
結
し
て
、

「
よ
り
よ

き
社
会
を
め
ざ
し
て
美
し
い

日
本
を
つ
く
ろ
う
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
か
か
げ
て
朝
日
町
中
心

部
の
公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
、
郵

便
ポ
ス
ト
、
ヵ
l
プ
ミ
ラ
1

M
1
J

の
清
M
奉
仕
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

ー－曲四ー・・

「＼

T~ 
主 ？..

社
V
＼

ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

－

・

開

催

さ

る

し一

初
心
者
を
中
心
に
し
た
ス
ポ
ー
ツ

教
室
が
今
年
度
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た。
初
の
試
み
と
し
て
、
秋
式
テ
ニ

ス

コ
ー
ス
、
美
容
コ
ー
ス
も
企
凶
さ

れ
、
参
加
者
は
慣
れ
ぬ
運
動
に
川
を

流
し
な
が
ら
も
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
を
満
慨
し
て
い
ま
し
た
。
教
育
委

員
会
で
は
、
乙
の
後
も
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
や
幼
児
と
親
の
水
泳
な
ど
の
コ
ー

ス
も
計
闘
し
て
い
ま
す
。

(6) 

令
八
ス
ポ

ー

ツ
教
事
、V

守，
n

亡守ヰ冊子~ 
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（
間
和
五
十
ご
年
死
亡
順
位
、

宜
的川）

老
衰
に
よ
る
死
亡
は
、
総
体
的
に
年
々

低
下
の
傾
向
に
あ
り
、
同
じ
こ
と
は
、
全

国
、
富
山
県
に
も
い
え
ま
す
。

病
気
を
し
な
い
で
、
天
命
を
全
う
す
る

人
が
年
々
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
そ
の
分
成
人
病
死
亡
が
地
え
て
い

る
と
言
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

’B2 7 4号

間
和
五
十
二
年
の

死
因
別
死
亡
数
で
は

一
位
脳
事
中
、
二
似

ガ
ン
、

三
位
心
臓
病

〈
の
順
で
し
た
が
、
乙

除

れ
に
つ
い
て
は
、
一
一

を
月
号
か
ら
四
月
号
に

ン
か
け
て
紹
介
し
ま
し

①

ガ

た
の
で
、
今
回
か
ら

－
－
四
似
以
下
の
死
悶
疾

一
息
病
に
つ
い
て
紺
介
し

－

E
ま
す
。

日町
一同
閣
四
一

別

滑

（
阻
和
五
十
二
年

i

死
亡
順
位
、
四
位
）

E

不
慮
の
事
故
に
よ

死

る
死
亡
は
、
昭
和
問

十
六
年
を
ピ
l
ク
に

年
々
低
下
し
、
四
十
九
年
以
降
は
、
死
亡

率
で
全
国
、
富
山
県
を
下
ま
わ

っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
昨
年
は
五
十
一
年
よ
り

も
四
人
多
い
七
人
と
な
り
、
死
因
別
死
亡

順
位
で
は
、

五
十

一
年
の
八
位
か
ら
一
蹴

四
位
に
上
が
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
中
に
は
交
通
事
放
に
よ
る

死
亡
は
、
五
十

一
年
、
五
十
二
年
と
も
一

件
も
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

ひさあ報 …昭和32隼 8月8日 ー
φ ，n••使唱曲.可 ー ・・ μ入

老

表

老事医による死亡状況第3表

一
数

一中
合

者

一亡
リ

一
亡

一死
汚

一
死

－総
の

不.の．放による死亡状況第 l；友

老衰による死t率の推移
（人口10万人対）

不aの司JM:による死亡率
の鎗移｛人口1・万人対）
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5
月
加
日
現
在
の
交
通
事
彼
の
品
川
住
状

況
は
、
次
去
の
と
お
り
で
す
。

朝
日
町
は
、
発
生
件
数
で
灯

・

4
r、

傷
者
で
、
珂

－

4
r減
少
し
ま
し
た。
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事
故
の
内
容
を
み
ま
す
と
、

ζ
ど
も
の

飛
び
出
し
、
お
年
待
り
の
自
転
車
事
故
、

飲
酒
に
よ
る
交
通
事
故
が
主
な
も
の
で

す。機

運
転
車
へ
の
注
意

務

+11 

毎
日
が
う
っ
と
う
し
い
総
雨
空
、

6
月

は
連
日
の
雨
で
道
路
が
た
い
へ
ん
滑
り
や

す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
に
と
っ
て
、
耐
の
日
は
損

界
が
狭
く
な
る
う
え
に
、
路
而
が
滑
り
や

す
く
、
事
が
ち
ょ
う
ど
氷
の
上
を
走
っ
て

い
る
と
考
え
て
も
い
い
ほ
ど
む
険
度
が
向

く
な
り
ま
す
。

ド
フ
イ
パ

1
の
み
な
さ
ん
、
次
に
掲
げ

る
注
意
事
市
引
を
も
う
い
ち
ど
確
認
し
ま
し

ょ・フ。
－
附
れ
の
日
よ
り
も
グ
ー
ン
と
泌
度
を
落

と
し
、
車
問
．ル
般
を
十
分
に
と
り
ま
し

ょ”つ。

・
工心
P
尉
婦
の
欽
艇
な
ど
は
、
滑
り
や
す

く
な
る
の
で
川
忠
し
ま
し
ょ
う
。

－
ワ
イ
パ
ー
は
常
に
機
備
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
そ
の
ほ
か
、
プ
レ
ー
キ
の
作
動

は
十
分
か
、
タ
イ
ヤ
の
q
r
A
圧
は
ち
ょ

う
ど
い
い
か
、
点
検
動燃備
を
な
ら
な
い

よ
勺
に
し
ま
し
ょ
う。

－
m
惜
別
升
が
狭
く
な
る
た
め
、
道
路
の
デ
コ

ボ
コ
や
か
行
曜
の
引
熊
に
つ
い
て
、
飾
…

怠
識
に
見
込
み
判
断
し
が
ち
で
す
が

伊
川
込
み
判
断
H

は
絶
対
に
や
め
ま
し

ょ，っ。

－
耐
の
降
り
は
じ
め
は
、

ホ
少
行
者
は
ぬ
れ

ま
い
と
し
て
先
を
急
ぎ
ま
ず
か
ら
、
十

.6.14 ムl。1
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分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
高
速
道
路
で
は
、
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
の
水

も
れ
は
な
い
か
、

フ
7

ン
ベ
ル
ト
の
探

り
ぐ
あ
い
は
い
い
か
、
タ
イ
ヤ
が
摩
廷

し
て
ス
リ

ッ
プ
サ
イ
ン
が
出
て
い
な
い

か
な
ど
、
特
に
注
息
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
写
只
は
ス
リ
ッ
プ
に
よ
る
市
峨
V

りタ
11二レ

~~ ~ えを ｜
て

躍
は
忽
に
止
ま
れ
ま
せ
ん
。

wm転
車
が
む
険
を
感
じ
て
か
ら
プ
レ
ー

キ
を
踏
み
、

プ
ν
l
キ
が
実
際
に
き
き
始

め
て
市
が
－W
止
す
る
ま
で
に
、
か
な
り
の

距
厳
〈
停
仕
鋭
厳
）
を
定
り
ま
す
。

吃
い
た
路
面
と
、
F

闘
の
降
り
は
じ
め
の

路
而
で
は
、

mw汁．距
雌叫
が
ど
れ
ぐ
ら
い
迎

う
か
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

時
速
阿
十
キ
ロ
で
新
品
の
タ
イ
ヤ
の
場

合
、
怖
い
た
路
市
で
は
じ

・
九
メ
ー
ト
ル

雨
の
降
り
は
じ
め
で
は
、
十
・
九

・
七
メ
l

ト
声
。
山
川
泌
ムハ
十
キ
ロ
で
は
、
前
者
が
十

七
・
八
メ
l
卜

N
。
後
者
は
、
間
十
・
五

メ
ー
ト
ル
’の
り
比
．ル
峨
を
必
裂
と
し
ま

す。
そ
し
て
、
タ
イ
ヤ
が
階
粍
し
て
い
れ
ば

も
っ
と
状
況
は
悪
く
な
り
、
雨
の
降
り
は

じ
め
の
路
面
で
、
時
速
四
十
キ
ロ
の
場
合

は
、
二
十

一
メ
ー
ト
ル
、
時
速
六
十
キ

ロ

の
ス
ピ
ー
ド
で
は
、
な
ん
と
五
十
七
メ
l

ト
W
も
の
距
睡
障
が
な
い
と
、
市
中
は
止
ま
ら

な
い
の
で
す
。

さ
ら
に
、
高
泌
道
路
の
場
合
で
は
、
附

れ
た
日
で
さ
え
、
お
よ
そ
時
辿
八
十
キ
ロ

だ
と
八
十
メ
l
ト
山
戸
、
時
速
百
キ
ロ
だ
と

百
メ
ー
ト
ル
の
停
止
距
嫌
が
必
婆
で
す
。

こ
れ
が
雨
の
日
と
な
る
と
い
か
に
危
険

か
、
お
わ
か
り
で
し
ょ
う
。

山
藤
沢
克
治
（
繍
厄
）

・
次
川
拍
千
山
チ

（

問
的
）

・
石
合
和
代
（
本
町
）

・
長

m一

山
総

（
山
崎
〉

・
門
川
敏尚之

（桜
町
）

山
谷
間
作
（
南
保
）

・
近
制
服
部
尖
（
長
野

山）

・
中
島
雅
子
（
南
保
）

・
桶
笑
（
沼

品
保
）

・
秋
山
秀
樹
（
花
川
）

・
大
沢
消

印
光
（
宮
崎
）

・
竹
内
権
利
（
徳
川
）

V

新
刊
久
子
（
赤
川
）

・
名
山
崎
昭
恵
〈
・
本
田
第

一
庄
）

・
消
ぷ
徳
庄

（A
m
山）

・
永
井
正

九
附
（
泊
下
）
西
国
道
水
〈
W
T
抑
）
・
小

山
川
亨
（
本
町
）

・
平
板
康
子
（
平
柳
）

愛の献血
協力者芳名－4月実纏分一

今日の献J(ILが

あすのあなたを

似附 ナる

噌

l
唱

l
n
o

そ
の
う
え
、
降
り
は
じ
め
は
、
タ
イ
ヤ

と
純
白
の
隙
さ
つ
眠
抗
が
い
ち
ば
ん
小
さ

く
、
縦
滑
り
、
横
附
り
な
ど
、
い
わ
ゆ
る

ス
リ
ッ
プ
が
先
生
し
や
す
い
状
態
に
な
り

ま
す
。
で
す
か
ら
、

wd一
肌
織
を
よ
く
脅
え
て

ス
ピ
ー
ド
は
拘
え
闘
に
、
そ
し
て
、
十
分

な
市
中
間
距
織
を
と
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し

ょ’つ
。

・山
富
’
散
を
よ

ぶ

酒

が

疲

労

が

ス

ピ

ー

ド

が
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末
上
松
．
一
（
太
平
）

・
米
谷
三
総
〈
宮

崎）

・
行
弁
秀
樹

（月
山〉

・
森
岡
描
自

作
（
厳
版
〉

・
市
川
出
高
級
（
桜
町
）

藤
川
雄
治
（
山
川
川
新
）

・
民
間
隆
一
（

山
崎
）
・
長

m民
子
〈
山
崎
）

・
由
井

孝十六

（舟
川
新）

・
日
間
茂
英
れ
〈
（
綴
町

）

・
必
義
日
谷

（
宮
崎
〉
・
石
橋
賢
邑

（
火
山
添
圧
）

・
抑
制
京
子
（
亨
仰
）

秀
氷
知
義
（
山
崎
）

・
一一一
胤
毅

〈
別
保

〉

・
板
市
水
猛
〈
栄
町
）

・
王
水
脈
人
（

川
）

・
山
本
的
思
〈
向
附
）

・
沢
川
勝

則

（大
家
庄
v

・
川
附
釧
路
間

（
舟
川
新

）

・
ト
八
森
俗

一
（長
野
）
・

十
一井

一
回打

（
荒
川
）

・
村
口
出
一
一
（
怒
町
〉

・
坂

口
作
治
（
柳
川
〉

・
背
水
昭
吾
〈
上
町

）

・
ぬ
端
清
本
（
繍
応
）

・
式
出
川
昭

（上
・M
州
出
〉

・
後
勝
泰
次
（
事
町
）

大
森
与
品
中
（
長
野
）

・
行
川
が
信
（
道

下〉

（．
九
十
二
取引〉
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山
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る

寄
贈
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数
々

報

O
境
保
育
所
へ

－
情
潟
、
本

．K
引
さ
ん
よ
り
ww動
向
小
川
m

一
式

・
悶
和
五
十
て
年
成
・
4
闘
兇
．
川
よ
り
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
一
九
日

・
悶
和
五
十
二
年
皮
革
凶
児

一
一
川
、
水
島

熊
次
郎
さ
ん
よ
り
川
黒
板

一
一幕

O
宮
崎
保
育
所
へ

・
昭
和
五
十

一
作
度
ほ
の
会
（
代
氏
米
川

怖
校
さ
ん
）
よ
り
附
必
一
式

－
東
京
町
仰
、
加
藤
与
中
小
さ
ん
よ
り
勘慰
問
い

棚
4

式、

M
胤

出
明

↑
A
H

・
宮
崎
、
野
国
内
民
さ
ん
よ
り
凶
H
G
券・

一

万
円

－
宮
崎
町
内
会
〈
代
史
川
内
正
夫
さ
ん
）

よ
り
身
長
計
一
九
日

・
昭
和
五
十
二
年
度
不
同
児
．
同
よ
り
シ

ー
ー
ズ
ボ
y
ケ
ス
J

点
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O
笹
川
保
育
所
へ

き
ん
）
よ
り
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

一
台

－
附
和
五
十
二
作
成
ほ
の
A
A
〈
代
表
長
介

・
附
和
五
十
一
．
年
成
文
付
の
会
〈
代
表
平

紀
克
子
さ
ん
）
よ
り
瓜
前
一

台
、
飛
仮
坂
義
孝
さ
ん
）
よ
り
交
通
安
全
指
符
機

一
台
、
ま
ま
ど
と
セ

ッ
ト
一
式

、

ま

ま

一

式

ご
と
サ
ー
ク
ル
’
一式、

－
泊
三
区
町
内
会
（
代
ぶ
れ
田
繁
松
さ
ん
）

・
昭
和
五
十

一
、
五
十
二
年
度
・
学
園
児
一
よ
り
ス
ク
リ
ー
ン

一
台

同
よ
り
大
地
ス
コ

ッ
プ
パ
ム
リ
、
大
地

ν

・
附
和
五
十
二
年
度
年
同
児
一
同
よ
り
カ

ー
キ
1
．h
本

セ

ッ
ト

ν
コ
ー
ダ
l

一ム
H

O
泊
東
樋
保
育
所
へ

O
西
留
保
育
所
へ

－

m和
五
十

一
日
咋
度
父
付
の
会
〈
代
表
松

・
昭
和
五
十
二
年
度
付
の
会
（
代
表
金
井

本
剣
山
さ
ん
）
よ
り
プ
レ
ー
ヤ
ー
問
ム
n

刷
子
さ
ん
〉
消
成
町
、
野
口
拐
さ
ん

カ
ラ
1
．
ホ
ヴ
ク
ス

μムn

中
三
浦
町
、
金
井
和
引
さ
ん
よ
り
ひ
な

・
昭
和
パ
十
二
年
度
学
園
児
一
向
よ
り
カ
人
形
セ

ッ
ト
一

式

セ
ッ
ト
レ
コ

l
〆
l

一
台
、
陥
混
一
式

・
桜
町
、

尚
桜
紛
椛
さ
ん
よ
り
乙
い
の
ぼ

O
泊
中
留
保
育
所
へ

り
ポ

l
w
一
基

－
伝
川
、

阿
川
崎
久
川
さ
ん
よ
り
ト
ラ
ン
ジ

－

m野
、
泊
分
市
郎
さ
ん
外
科
ぶ
よ
り
瓜

ス
タ
1
メ
ガ
ホ

ン
．

ハ

川

和

一

行

－
t
町
、
出
山
氏
久
さ
ん
よ
り
火
太
政

一

・
桜
野

・
亦
川
町
内
会
よ
り
刀
同
側
一
式

台

・
脳
和
主
・

二
年
度
伊
閥
山

一
同
よ
り
色

・
昭
和
五
十
二
年
収
小
川
州
児

一
同

よ

り

つ

紙

整
理
ケ
i
ス
一

n、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

る
つ
る
お
山

一
介

支

位

一

基

。
泊
南
留
保
育
所
へ

O
桜
町
保
育
所
へ

－
一ト
道
下
、
魚
津
八
項
さ
ん
よ
り
国
旗
射

・
昭
和
．
五
十
二
年
度
ほ
の
会
（
代
表
上
回

掛
川明

一
一

基

万

里

子

さ

ん

）

よ

り

椴

脳

出

棚

一
台
、
折

・
下
沢
産
業
株
式
会
社
（
代
米
．
下
沢
健
次
た
た
み
精
子
十
脚

・
桜
町
、
高
級
林
松
さ
ん
よ
り
色
紙
彬
則

ケ
ー
ス

一A
ロ

O
富用
保
保
育
所
へ

・
昭
和
五
十
二
年
度
不
凶
児

↑
川
よ
り
桜

理
棚
二
台

O
小
川
保
育
所
へ

・
富
山
市
、
中
井
き
よ
さ
ん
、
舵
谷
町
内

会
よ
り
テ
ー
プ

ν
コ
｜
〆
l

一
角

・
昭
和
夜
十
二
年
度
市
岡
山
士
川
よ
り
リ

プ
プ
ロ
ッ
ク
．
－七
ヴ
ト

O
山館町
保
育
所
へ

・
昭
和
五
十
二
年
度
ほ
の
会
（
代
火
水
野

マ
キ
子
さ
ん
）
よ
り
テ
ー
プ

レコ

ー
ダ

ー
一
台
、
メ
ロ
デ
ィ

オ
ン
一
士
山
円
、
大
木

鈍
の
台
、

一介

・
附
和
行
十
二
年
度
以
r
闘
児

一
同
よ
り
小

太
絞

一
台
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
じ
例

O
大
窓
庄
保
育
所
へ

・
昭
和
五
十
二
作
・
度
防
の
会
（
代
衣
仙
川

明
美
さ
ん
〉
よ
り
カ
七

リ
ト
ν
コ
l
ク

ー
一
台
、
オ
ー
バ
ー
ヘ
ヅ
ド
ブ
ロ
ジ
忠

ク
タ
l

一
台
、
影
絵
メ
ク
リ
ー
ン
一

台
、
曲

mmタ
ン
ス

一
介
、
プ
レ

ー
ヤ
ー

一
ニ
ム
円

－
富
山
山
、
山
中
介
き
よ
さ
ん
よ
り
只
サ
イ

ド
二
本

O
野
中
保
育
所
へ

・
藤
塚
、
山
間
ひ
ろ
さ
ん
よ
り
机
、
的
子

〈
九
児
用
〉

一
式

・
野
中
保
内
所
照
代
付
の
会
（
代
表
出
向

品
子
さ
ん
）
よ
η
紙
之
間
的
・
1

七
サ
卜

－
大
家
庄
内
町
協
（
代
ぷ
作
じ
り
久
総
さ
ん
）

よ
り
オ
ル
ガ
ン

fAH

・
下
野
、
大
野
他
山
さ
ん
よ
り
プ
レ

l
ヤ

l
一
ム
n

－
附
和
バ
十
二
汁
川
の
合
役
ハ
同

一
一
川
よ
り

竹
川
ぃ
ハ
制

・
昭
和
五
十
．． 

周
作
限
付
の
会
（
代
ぷ
つ
め

問
問
子
さ
ん
〉
よ
り
絵
本
一
．L
1
川
附

－
藤
塚
、
長
以
紅
川
、
水
白
川
す
み
、
稲
川

節
子
、
山
岡
英
子
、
金
山
、
住
行
久
敏

不
動
堂
、
道
下
ト
ョ
、
下
野
、
川
瀬
茂

さ
ん
よ
り
同
僚
一
一一
セ
ノ
ト

一

間
利
五
十
．二
年
八
月
二
十
八
日
任

一

一
期
満
了
に
伴
う
町
議
会
設
品
選
挙
の

一

一
選
法
下
期
日
な
ど
が
次
の
と
お
り
決
定

一

一
し
ま
し
た
。

…

…
。
般
民
日
八
月
六
日
（
川
）

一

一

ο円
以
日
じ
月
一
下
八
円
（
金
）

一

一

七
月
＋
＝一
日

一

一

立

候

繍
予
定
者
打
合

会

一

一
O
H
附

じ

月

ト
三
日
（
・5
午
後

一

一

二
時

一

一
O
場
所

朝

日

町
議
会
滋
嶋

一

一

LU．
似
納
間
川
関
係
書
類

一

一

等
を
配
K

叩
い
た
し
ま
す
の

一

一

で
、
江
川
駅
耐
子
定
者
は
必

一

一

ず
川
附
し
て
く
だ
さ
い
。

一

一

（
例
目
町
選
併
符
邸
委
員
A
O

一

，：
 

私
達
で
明
る
い

キ
レ
イ
な
国
づ
く
り

－＋料 、

八
月
六
日
（日
）

町
議
選
投
票
日

(9) 
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体iのr.ii’l=.'l・，.＿ー
111：界~与をデ·－

JI・邑，記念臼
H与の，U念lI 
入制

父の H
μ 至

救らいのH
fi幼記，.2r1

〈
今
月
の
税
金
V

※
町
山
町
民
税
（
第

一
則
分
）

八
納
税
は
口
座
掻
込
で
V

※
金
融
機
閣
が
あ
な
た
に

か
わ
っ
て
指
定
の
口
座

か
ら
自
動
的
に
振
り
替

え
て
納
税
す
る
確
実
で

便
利
な
制
度
で
す
。

n
u
H
H
H
H

川H
口M
U
川
口川口川口凶

4
5
7
旧

日

間

幻

お

泊

感電！事故を

なくしましょう

さ

水
気
や
出
円以
の
あ
る
場
所
で
使
川
す
る

洗
た
く
出問、山
w
l
ム
ク
1
7
ー
な
ど
に
は

~ 

あ

感
電
を
防
ぐ
た
め
耐
屯
し
ゃ
断
総
と
γ
1

ス
線
を
必
ず
つ
け
ま
し
ょ
う
。

〈
兆
陸
沼
力
的
川
市
業
所
）

報.. u~ 

／時・

相談ごとご案内

政

時毎月第！ 火曜日

午前10時～＇r・後3時
増益所朝日町福祉センター
相絞白川ヒ側一 （宮3-0050)

談相ム行

口

A人権法律相談

時 6月20日（火）
午後111与～午後4附
朝日町福祉センター

人権擁滋養員
上回態二 （き2-0127)
在国佑芳〈舎2-2164)
小沢治（雪3--3000)

時毎週火曜日

午前10時～午後3時
所朝日町福祉センター

（雪3-0576)

ム心配ごと相談

日

婦所

相談員

日

新
着
図
書
案
内

日
繍
日
町
立
中
央
図
．
賓
館
H

υ 

い
よ
い
よ
旅
行
シ
ー
ズ
ン
、
而
悶
に
東
に

旅
行
の
計
凶
を
糾
っ
て
い
る
万
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
あ
な
た
の
た
め
に
凶

書
館
で
は
全
国
各
地
の
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
、

国
民
宿
舎
と
国
民
体
制
村
、
民
杭
の
案
内

省
を
購
入
し
ま
し
た
、
ほ
ん
の
ひ
と
と
き

わ
ず
か
な
後
日
聞
か
を
円
分
自
身
の
前
川

で
旅
を
織
成
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ど
う
ぞ

気
艇
に
図
H
W
館
を
利
附
し
て
く
だ
さ
い
。

児

2

・

い
ろ
の
ひ
み
つ
、
手
作
り
人
形
と
人
形

劇
ぼ
す
と
に
き
い
た
は
な
し
、
っ
ち
の
ふ

え
、
さ
と
る
の
る
す
ば
ん
、
か
い
じ
ゅ
う
ら

ん
ど
せ
る
、
ど
ん
ぐ
り
と
く
ま
の
お
じ
さ

ん
、
乙
ん
な
お
い
し
い
も
の
は
じ
め
て
、

で
ぶ
つ
ち
ょ
ら
い
お
ん
く
ん
、
っ
と
む
は

お
に
い
さ
ん
、
ひ
る
ね
の
き
ら
い
な
ぷ
う

く
ん
、
お
り
づ
る
の
ゆ
め
、
い
た
ず
ら
か

ζ
ち
ゃ
ん
、
ぞ
う
く
ん
の
ぶ
ら
ん
乙
、
い

た
ず
ら
ぽ
ん
ζ

つ
く
ん
、
ま
ち
ん
と

－
e

．，
 

湯

ム交通事故巡回相畿

①日時第 I.第3月限日
午前10時～午後3時
黒部市中央公民館

第 I.m3水曜日
午前10時～午後3ti与

局所県魚庫総合庁舎内

魚津地方県民相談室

繊所

①日IP-i

一
般
図
・

抑
制
入
門

烈
木

健
犬

巾
州
．崎
山
人
倣
ぶ

鈴
木
・
ゾ

百
人
一
凸

防
場
あ
き
子

赤

ち

ゃ

ん

の

本

稲

集

定

佐
子

日
本
画
の
写
生

守

，um多
々
よ

只
の
う
た

沢
村

山
子

成

田

空

港

人

M
町
民
俗
編

勉
帥
酬
の
す
す
め

Mm山
併

縦

さ
よ
な
ら
ど
ん
べ

え

制

正

忠

商問白川天
－M
陀
下

必
臼
・
ぶ
新
聞
社

絵
日
記
瞥
女
を
必
ね
て

行

勝

山口．

住
ま
い
の
設
仰
と
池
材
川
川
村

コユ
l
ハ
ウ
ス
川
版

ト
れ
鮒
と
州
市
社

山
町
シ
ケ
イ
山
．
臥

山
崎

川
子

ほ
勝

川
作

中
山

千

μ

山
似
公
一
郎

町
ヨ
t
3

・sJ
Z
3

」
忙

b
f

，λグ
4

れ
H
K
H
依
和
子

リ
明

和
子

五
十
小
寛
之

新
削

次
郎

休
み
よ
い
部
凶
づ
く
η

新
し
い
住
ま
い
の
H
a
A

あ
め
ゆ
き
さ
ん
の
淑

ウ
ス
バ
か
げ
ろ
う
日
必

必
あ
い
う
え
お

黙
示
の
泌

わ
が
誠
、
久
辿
の
聞
に

和
宮
織
御
同
市

う
つ
つ
川

朱
鷺
の
慈

新
田
義
氏

上

不
健
実
性
の
時
代ジ
コ
・
J
K
が
W
プ
レ

イ
ス

全
国
ガ
イ
ド
プ

ァ
ク

訂
附実
業
之
日
本
社

留
の
朝

立川郎

E
秋

夜
の
戦
士

池
波
正
太
郎

恐
し
き
umwm

耕輔
村

w誠
一

病
院
坂
の
行
総
り
の
－
U

繊掛川

原
山人

疑
感
の
制

点
白

川

議

峠
に
出
憎
む
mm
上
ド

西
村
口
川
行

処

女

連

総

“

t
u
佐
和
子

。
あ
な
た
の
鵬
み
た
い
本
が
図
・
賓
館
に
な

い
と
き
は
予
約
し
て
下
さ
い
。
本
は
無
料

で
一
人
二
冊
一
週
間
借
り
ら
れ
玄
す
。

(10) 

朝
日
町
善
意
銀
行

社
会
M
m
の
た
め
に
と
、
次
の
か
た
が

た
か
ら
月
窓
の
削
託
が
あ
り
ま
し
た
。

L
L

町

出

山

山陽
太
郎
さ
ん
よ
り
、

火
災

の
た
め
健
災
を
空
け
ら
れ
た
力
々
に
と
折

定
し
日
川
川
、
十
．．
．
 
七
，
ト

．内．
卜
川
償
出
川
A
H
子
さ
ん
よ
り、

必
ま

れ
な
い
じ
H
h
、に
と
．
九
千
円

wr
柳

机
刑
判州
大
さ
ん
よ
り
、
1
川
切
手

八．・・・
九
代

小

川
工

総
ド
仏
ざ
ん
よ
り
、
山
第
政
A
h
u

健
康
で
う
れ
し
い
こ
と
が
移
か
っ
た
の
で

社
会
制
肌
の
た
め
に
と
附
万
円

sxassessqssssミ
ミ
ミ
ミ

朝
日
岳
山
開
き

沢
、
お
も
求
、
芯
Q
X。
求
、
沢
、
求
。
公
令
式
。
求
。
守
ぷ
＋
ミ
q
s
o守
お
も
4
F

わ
が
町
の
一ゾ
ン
ボ
ル
で
あ
る
朝
日
日
山

開
き
町
役
山
会
と
あ
わ
せ
て
、
登
山
者
の
安

全
祈
願
祭
が
つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま

す
。
多
数
の
か
た
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

記
六
月
二
十
凶
日
（
土
）

t

二
十
五
日

（日
）

（
小
刷
実
施
、
制
E
〈
中
止
）

小
川
制
個
以
．．
 
ん
似
山
山
脇

一
．
十
凶
円
午
前
八
時

問、

有
ハ

δ
円

五
十
名
〈定
叫
に
な
り
次
第

締
切
り
〉

ぷ
制
に
つ
い
て
は
例
日
町
派
業
課
制
副
党

係
〈
舎
①

一一

O
O、
内
線
三一
九
）
に
お

問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

枝
川
什
叫川

集
〈
川
助
所

相
烈
A
H
時
間

会

代

募
集
人
は
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（昭
和
日
年
5
月
白
日
現
任
）

お
す
こ
や
か
に

境宮

崎

宮
本
町

東
背
中
野

松
涛
町

栄

町
桜

町

桜

町

月

山
市

野

池
谷
町

殿

町

殿

町

大
家
圧

糠

水

下
山
新

線

道

O
笹

川

入

普

町

O
東

草

野

清

水

町

O
松

涛

町

入

普

町 大水広杉沢川谷迫西山河寺長上大野 71<
r<野川 本井原 分回手内田谷沢村川 1：~

点
定清正久喜敏靖繁依湾挙 手： ti＇！康広何
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税
金
が
も
ど
り
ま
す
H

H
昭
和
五
十
三
年
分

所
得
税
の
特
別
減
税
H

還
付
さ
れ
る
金
徹
は
、
本
人
は
六

千
円
、
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親

族
は

一
人
に
つ
き
三
千
円
と
し
て
計

算
し
た
金
額
で
す
。
た
だ
し
昭
和
五

十
二
年
分
の
所
得
税
制
の
方
が
少
な

い
と
き
は
、
そ
の
税
額
ま
で
と
な
り

ま
す
。

マ
還
付
＋
刀
法
・
手
続

〈サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
湯
合
〉

本
年
六
月
一
日
現
伐
に
お
い
て
昨

年
と
同
じ
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
六
月

t七
月
ど
ろ

勤
務
先
か
ら
還
付
さ
れ
ま
す。

〈恵
泉
所
得
者
な
ど
の
渇
合
〉

事
業
所
得
右
な
ど
縦
定
申
化
け
を
し

て
納
税
し
た
人
は
、
六
月
末
ご
ろ
税

務
署
か
ら
特
別
減
税
に
つ
い
て
の
お

知
ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま
ず
か
ら
、
同

封
し
て
あ
る
還
付
諦
求
鰐
用
紙
に
所

要
の
事
項
を
記
入
し
て
税
務
署
に
送

り
返
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
し
ま
す

と
税
務
署
か
ら
還
付
金
の
支
払
通
知

書
が
送
ら
れ
て
き
ま
ず
か
ら
ζ

の
通

知
書
に
よ
っ
て
郵
便
局
で
還
付
金
を

受
け
取
る
と
と
に
な
り
ま
す
。

〈
そ
の
他
の
人
の
織
合
〉

今
年
に
な
っ
て
五
月
ま
で
に
退
院
職

し
た
人
ゃ
、
昨
年
中
途
で
退
験
し
た

人
な
ど
は
税
務
署
へ
還
付
請
求
を
し

て
く
だ
さ
い
。

ζ

の
樋
合
間
和
五
十

二
年
分
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
て

い
な
い
人
は
、
期
限
後
の
確
定
申
告

を
し
て
減
税
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
乙
と
は
魚
印
税
務
所
へ

お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。
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5月の町内交通事故 件数 4 （本年累計 J1) 死者 O ( 0 ) 負傷者 4 ( 11 ) 

きめられた会場で

しか受診すること

ができません。


